
平成３０年度仙石原小学校教育プラン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組みの重点と具体的方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頼もしい教職員集団 

○授業・学級づくりがうまい 

○人権意識が高い 

〇児童の安全を常に意識する 

○日々、切磋琢磨する 

○協働・連携する姿勢がある 

〇効率よく計画的に仕事をこなす 

支援教育の充実 

○教育相談の充実 

○教育相談コーディネーターを中心にし

た校内支援体制、指導体制の充実 

○関係機関との連携 

家庭・地域・異校種との連携 

○仙石原小のこれまでの歴史、豊かな自

然や環境、人材を生かした教育の推進 

○箱根の将来を担う子どもを育てるとい

う視点に立った連携 

○各種行事への相互協力 

○保護者や地域への積極的な情報発信 

支える 

チーム仙石 

めざす児童像 

『箱根を愛し』 ・箱根を知る子 ・箱根を語れる子 

『かしこく』 ・学力を身につける子 ・考えて表現する子 

『やさしく』 ・相手の気持ちを考えて行動する子 ・なかよく協力できる子 

『たくましく』 ・健康に関心をもつ子 ・粘り強くチャレンジする子 

学校教育目標 

郷土を愛し、学ぶ意欲をもち、心豊かで、たくましく生きる児童の育成 

《合言葉》 

『箱根を愛し  かしこく  やさしく  たくましく』 

 

めざす学校像 

○子どもが学ぶ楽しさ、人と関わる楽しさを実感できる学校 

○教職員相互の信頼関係があり、チームワークのよい学校 

○安心・安全で、保護者・地域に信頼される学校 

『箱根を愛し  かしこく  やさしく  たくましく』 

『かしこく』（知育） 

◇確かな学力づくり 

●学び合いを大切にした『共生的な学習』

の推進 

●外国語の教科化に伴う指導方法の工夫 

●隙間時間の活用（ﾐﾆﾏﾑ・ﾁｬﾚﾝｼﾞ・読書） 

●朝学習および家庭学習の計画的な取組 

 

■箱根ミニマム・チャレンジ 

■読書活動の推進  ■学習内容の定着 

『やさしく』（徳育） 

◇自他を大切にする豊かな心の育成 

●「仙小のだいじ」を意識した道徳授業の

工夫 

●友達の努力や成果を認める活動の工夫 

●心を育てる情操教育の推進 

（花いっぱいプロジェクトの継続、仙小ギ

ャラリーの充実・音楽朝会の実践） 

 

■箱根ハートフルプログラム 

『箱根を愛し』（箱育） 

◇地域を大切にした、特色ある学校づくり 

●地域のリソース（人材・施設・環境・ス

クールバス）を活用した観光学習の再構

築 

●地域のよさを実感し発信する活動の工

夫 

 

 

■地域教育（観光学習・ジオパーク） 

町の基本方針 

○園・小・中学校一貫教育の完全実施 

○「子どもを育てる教育」から「人を育

てる教育」への転換 

仙石原小の課題 

●共感的人間関係の確立 

●確かな学力と自己肯定感の育成 

●分離型一貫教育の推進 

『たくましく』（体育） 

◇健康教育の推進及び体力つくり 

●体力つくりとチャレンジ精神の育成 

●チャレンジカードを活用した縄跳び運

動の取組 

●「芦ノ湖チャレンジ」の計画的な取組 

●養護教諭・栄養士と連携した保健指導・

食の指導の充実 

 

■体力向上アイテム作り 

●今年度の重点  ■３小１中「共有」重点項目 


